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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・黒澤　まゆみ様～東Dユニット19号室
【退院】
・相澤　正宏様～東合併症室
【転出】
・田辺　京子様～東Aユニット15号室　→　南Aユニット115号室
【部屋移動】
・内田　都影様～東Aユニット14号室　→　東Bユニット1号室
・山田　梅野様～東Bユニット1号室　→　東合併症室          　　　　　

＜患者様連絡事項＞
・相澤　正弘様～深夜帯から努力呼吸あり。12：47　死亡確認。15：30　葬儀会社へ引き渡しお見送りとなる。退院時忘れ物あり、すみれーなへ連絡するが不通。後日再度連絡お願いします。

・飯田　修子様～葬儀に参加するため娘様より外出希望あり。外出申請は菅野Drから了解得る。帰院時NEAR法予約済。

・北山　り子様～本日船場Drへ診察依頼予定だったが、お休みのため診察できず。
　　　　　　　　2/6　診察依頼していく。

・畑山　昭夫様～持参の吸入残なし。当院代替してスピオルトレスマピット吸入1個処
方。

・内田　都影様～ロナセンテープ貼付部位掻痒感あり。主治医不在のため村上Dr診察。
➀ロナセンテープを貼る予定部位、前日にヒルドイド塗布で保湿。
②ロナセンテープ剥がした後の皮膚部位にオイラックスHを塗布。
自己管理だが、塗布困難時は介助。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中迷惑行為頻回にあるため、時間早めて開放観察終了している。入室中の奇声や自傷行為はない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。一時的な壁叩きやドア蹴りあり。表情硬く幻覚妄想言動や多弁さ持続。粗暴さや不穏・興奮はなく、独語言いながら室内徘徊して過ごされる。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。特定の男性患者の行動に一時大声出されるもしばらくすると落ち着かれる。その特定の男性患者とその後ゲームをしたりと距離近く交流している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6：00～16：00開放観察指示。スタッフへの話しかけ多く、一時的な大声あるもすぐに落ち着かれる。再拘束へやや渋る様子あるが抵抗なく応じている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・村舘　ミネ様～自発性乏しく血圧低値。尿量低下し浮腫持続している。

・高柳　和子様～布団を頭まで被り独語著明にあり。朝食は全量摂取するも、昼食は拒否し未摂取。薬は時間かけながらも渋々内服できている。

・工藤　敬子様～12:30昼食摂取中、急に床へ倒れ込んでしまい意識消失。閉眼状態で反応なし、呼吸あり、頸動脈触知可、橈骨動脈触知不可。約1分程で刺激に反応し開眼。橈骨動脈触知可、声掛けに返事あり、酸素飽和度85％から徐々に上昇し98％まで上がる。脈拍62回/分、血圧86/50㎜Hg、体温36.0℃。意識戻ってからは自室内徘徊している。主治医へ報告し様子観察の指示あり。

＜菅野Dr診察情報＞
・和田　昌様～臨時薬同内容で7日分処方。

・中居　敬悦様～ミヤBMは2/6　飲みきり止め。臨時薬同内容で７日分処方。

・斎藤　義美様～グラマリール25mg6T×毎食後→25mg3T×毎食後へ減量し2/8より臨時
薬7日分処方となる。

＜村上Dr診察情報＞
・千葉　義明様～喀痰培養からE-coil検出、ESBLになる可能性あるため、他患への感
染予防を講じるように。
→本人が触る場所の衛生管理をしていきましょう。
ベルクリーは2/4終了。内服の抗生剤は継続中。現在症状安定、退院
できるタイミング、早めに退院支援進めるように（急変時延命治療を
行わない意向あるため、老健や他施設等でも受け入れ可能ではないか
との意見頂く）。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和5年2月3日　12：34
　氏　　名：黒澤　まゆみ（くろさわ　まゆみ）様
　生年月日：昭和44年5月6日　53歳
　病　　名：うつ病、アルコール依存症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット19号室

　
　＜経過＞
　当院へ2回の入院歴がある。１回目のアルコール依存症治療プロ
　グラム目的での入院であったが退院後すぐに再飲酒していた。
　外来通院は定期的に行われその後は断酒継続できている。動悸
　や不安などの症状あり、療養・薬剤調整目的にて令和4年8月19
　日当院2回目の任意入院となる。入院後も不安感や抑うつ感は持
　続しており、同年9月27日朝、仕事でのトラブルが発生した事か
　ら東京へ急遽向かわなければならず退院の希望あり、退院となる。
　その後は通院継続していたが両親のうち母様が入院となっている
　が、父との自宅での生活の中でストレスや不安感増強し静養、症
　状改善目的にてR5.2.3　東Dユニットへ任意入院となる。

【緊急時】救急搬送
【洗濯】西病棟転出後自己洗濯
【売店】自分で決める
【他科受診】西村産婦人科より持参薬あり（退院までに無くなったら受診必要、3/28まであり）
・入院2ヶ月の予定
